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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】プリント回路基板と電気的に接触するための直
接差し込み式コネクタにおいて簡単な方法で、プリント
回路基板の対応する通路開口部から外れないようにする
ことを提供する。
【解決手段】この直接差し込み式コネクタ１０は、ハウ
ジング１２と、ハウジングに接続された少なくとも１つ
の接触子１４であって、プリント回路基板の第１の通路
開口部に挿入されるための接触子とを具備する。第１の
通路開口部は内壁にて導電性である。ハウジングをプリ
ント回路基板に固定する少なくとも１つの係止装置が設
けられる。係止装置は、ハウジングに一体的に接続され
て弾性的に復元力のある少なくとも１つの係止アーム２
０を有し、その自由端の領域に係止突起２４を有し、係
止アーム２０とハウジング１２とは中間空間によって分
離され、中間空間はプリント回路基板上で直線状に、直
接差し込み式コネクタの支持面に直交して延びる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プリント回路基板と電気的に接触するための直接差し込み式コネクタであって、ハウジ
ングと、前記ハウジングに接続された少なくとも１つの接触子であって、プリント回路基
板の第１の通路開口部に挿入されるための接触子とを具備し、前記第１の通路開口部は内
壁にて導電性であり、前記ハウジングを前記プリント回路基板に固定する少なくとも１つ
の係止装置によって特徴付けられる、直接差し込み式コネクタにおいて、
　前記係止装置は、少なくとも１つの弾性的に復元力のある係止アームであって、前記ハ
ウジングに一体的に接続された係止アームを有し、その自由端の領域にて係止突起を有し
、
　前記係止アーム及び前記ハウジングは中間空間を介して分離され、
　前記ハウジングは、前記ハウジングに堅固かつ一体的に接続され、前記ハウジングの支
持面を越えて突出する少なくとも１つの追加の位置決め突起を有する、直接差し込み式コ
ネクタ。
【請求項２】
　前記支持面と、前記係止アームと前記ハウジングとが互いに接続される接続点との間の
前記中間空間の高さが、前記ハウジングの高さの半分に少なくとも対応することを特徴と
する、請求項１に記載の直接差し込み式コネクタ。
【請求項３】
　前記中間空間の高さが前記ハウジングの高さの半分から９／１０の間であることを特徴
とする、請求項２に記載の直接差し込み式コネクタ。
【請求項４】
　前記ハウジングの側面と前記係止アームの側面とが、前記中間空間を画定し、前記係止
アームと前記ハウジングとが互いに接続される接続点で弓状に互いに合流することを特徴
とする、請求項１～３のいずれか１項に記載の直接差し込み式コネクタ。
【請求項５】
　前記係止アームの前記自由端の前記係止突起は前記ハウジングから離れる方向に方向付
けられることを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に記載の直接差し込み式コネク
タ。
【請求項６】
　前記係止突起上に通じる挿入傾斜が前記係止アームの前記自由端に設けられることを特
徴とする、請求項１～５のいずれか１項に記載の直接差し込み式コネクタ。
【請求項７】
　前記係止アームと前記ハウジングとを分離する前記中間空間は、前記プリント回路基板
上で直線状に、前記直接差し込み式コネクタの支持面に直交して延びることを特徴とする
、請求項１～６のいずれか１項に記載の直接差し込み式コネクタ。
【請求項８】
　前記ハウジングは、２つの対向する側面のそれぞれに係止アームを有することを特徴と
する、請求項１～７のいずれか１項に記載の直接差し込み式コネクタ。
【請求項９】
　前記ハウジングは、少なくとも１つの蟻継ぎ状溝と少なくとも１つの蟻継ぎ状舌部とを
備えることを特徴とする、請求項１～８のいずれか１項に記載の直接差し込み式コネクタ
。
【請求項１０】
　前記ハウジングは、２部分設計であり、第１のハウジング部が前記少なくとも１つの係
止アームを備え、第２のハウジング部が前記接触子を備えることを特徴とする、請求項１
～９のいずれか１項に記載の直接差し込み式コネクタ。
【請求項１１】
　前記第１のハウジング部は、２つの脚部と該２つの脚部を接続する基部とを有するＵ字
形状に概ね設計され、前記第２のハウジング部は、前記第１のハウジング部の前記脚部間
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に収容されることを特徴とする、請求項１０に記載の直接差し込み式コネクタ。
【請求項１２】
　前記接触子は、少なくとも１つのケーブル素線に接続するための少なくとも１つの圧接
接触子を有し、前記第１のハウジング部は、前記第１のハウジング部と前記第２のハウジ
ング部とが接続された状態で前記圧接接触子を圧迫することを特徴とする、請求項１１に
記載の直接差し込み式コネクタ。
【請求項１３】
　前記第１のハウジング部の基部は、前記直接差し込み式コネクタの組み立て状態で前記
第２のハウジング部の上側の上端に配置され、前記直接差し込み式コネクタがプリント回
路基板上に配置されたときに前記第１のハウジング部の上側は前記プリント回路基板に背
を向けることを特徴とする、請求項１１又は１２に記載の直接差し込み式コネクタ。
【請求項１４】
　前記第１のハウジング部は、前記第２のハウジング部の上側及び２つの対向する側面の
みを包囲することを特徴とする、請求項１３に記載の直接差し込み式コネクタ。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか１項に記載の少なくとも１つの直接差し込み式コネクタと、
　前記接触子を挿入するための少なくとも１つの第１の通路開口部であって、内壁にて導
電性である第１の通路開口部、及び、前記ハウジングの前記係止突起及び／又は位置決め
突起を挿入するための少なくとも１つの第２の通路開口部を具備する、１つのプリント回
路基板と、
　を具備する直接差し込み式接続。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プリント回路基板と電気的に接触するための直接差し込み式コネクタに関す
る。このコネクタは、ハウジングと、ハウジングに接続された少なくとも１つの接触子と
を備える。この接触子はプリント回路基板の第１の通路開口部に挿入するためのものであ
り、この第１の通路開口部は内壁にて導電性である。本発明はこのほか、少なくとも１つ
の本発明による直接差し込み式コネクタと１つのプリント回路基板とを備える直接差し込
み式接続に関する。
【発明の概要】
【０００２】
　本発明の目的は、改良された直接差し込み式コネクタ及び改良された直接差し込み式接
続を提供することである。
【０００３】
　本発明によれば、請求項１の特徴を有する直接差し込み式コネクタ及び請求項１５の特
徴を有する直接差し込み式接続がこの目的のために提供される。本発明の好ましい実施形
態を従属請求項に示す。
【０００４】
　本発明による直接差し込み式コネクタは、プリント回路基板と電気的に接触するために
提供される。直接差し込み式コネクタは、ハウジングと、ハウジングに接続された少なく
とも１つの接触子とを有する。この接触子は、プリント回路基板の第１の通路開口部に挿
入するために設けられ、この第１の通路開口部は内壁にて導電性である。この種の直接差
し込み式コネクタは、ＳＫＥＤＤコネクタとも呼ばれる。直接差し込み式コネクタは、ハ
ウジングをプリント回路基板に固定するための少なくとも１つの係止装置を有し、係止装
置は、ハウジングに一体的に接続された少なくとも１つの弾性的に復元力のある係止アー
ムを有する。係止アームはその自由端の領域に係止突起を有する。係止アームとハウジン
グは中間空間によって分離されている。中間空間は、プリント回路基板上の直接差し込み
式コネクタの支持面に対して直交して延びることができる。中間空間は直線状に延びるこ
とができる。ハウジングに堅固かつ一体的に接続され、ハウジングの支持面を越えて突出
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する少なくとも１つの追加の位置決め突起が設けられる。確実な保持を提供すると同時に
製造が簡単で信頼性があり操作が簡単な係止装置を、驚くほど簡単な方法で、本発明によ
る直接差し込み式コネクタによって提供することができる。係止アームはハウジングに一
体的に接続されているため、ハウジングと係止アームとは、例えばプラスチック射出成形
によって一体的に製造することができる。係止アームは、特に簡単な方法で人間の手の２
本の指の間で操作することができる。
【０００５】
　本発明の一発展形態では、支持面と、係止アーム及びハウジングが互いに接続される接
続点との間の中間空間の高さが、ハウジングの高さの半分に少なくとも対応する。
【０００６】
　このようにして、係止アームは、問題なくプリント回路基板に係止することができ、問
題なく再度係止を解除することができるようにするために十分に柔軟な方法で接続される
。
【０００７】
　中間空間の高さが、有利には、ハウジングの高さの半分から９／１０の間である。
【０００８】
　このようにして、係止アームの弾性接続部は、非常に可動的な方法で設計することがで
き、問題なく手で操作することができる。
【０００９】
　本発明の一発展形態では、ハウジングの側面と係止アームの側面とが、中間空間を画定
しており、係止アームとハウジングとが互いに接続される接続点で弓状に互いに合流して
いる。
【００１０】
　移行部の弓状の構成は力の均一な分配を確実なものにし、その結果、接続点の領域の材
料を損傷する可能性のある切欠き効果が生じない。係止アームとハウジングとの間のばね
定数を、弓状移行部の構成、例えば屈曲部の高さ及び半径によって設定することができる
。
【００１１】
　本発明の一発展形態では、係止アームの自由端の係止突起はハウジングから離れる方向
に方向付けられる。
【００１２】
　このようにして、係止アームをハウジングに向かって移動させることによって、係止突
起を外すことができる。これは、２本の指の間でハウジングと係止アームを共に押すこと
によって実施することができる。
【００１３】
　本発明の一発展形態では、係止突起上に通じる挿入傾斜が係止アームの自由端に設けら
れる。
【００１４】
　この種の挿入傾斜を、直接差し込み式コネクタがプリント回路基板の方向に押されたと
きに、係止突起のほか、ひいては係止アームを自動的に偏向させるために、使用すること
ができる。この過程では、係止突起は、プリント回路基板の通路開口部を横切り、通路開
口部の開口部の後ろでスナップ留めされるまで、押し込まれることによって撓むことがで
きる。次に、ハウジングは、係止突起が再度プリント回路基板の通路開口を通って延びる
ことができるまで、係止アームを手動で撓ませることによって、この係止位置から再び解
放することができる。
【００１５】
　本発明の一発展形態では、ハウジングは、ハウジングに堅固に一体的に接続され、ハウ
ジングの支持面を越えて突出する少なくとも１つの追加の位置決め突起を有する。
【００１６】
　この種の位置決め突起を用いて直接差し込み式コネクタをプリント回路基板上の所定の
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位置に保持することができる。直接差し込み式コネクタの固定は係止アーム及び係止突起
と相互作用して実施される。有利なことには２つの位置決め突起が設けられているため、
プリント回路基板の通路開口部内に挿入されているハウジングひいては接触子が意図せず
に傾けられたり、捻れたりして損傷を受けることがない。
【００１７】
　本発明の一発展形態では、ハウジングは、２つの対向する側面のそれぞれに係止アーム
を有する。
【００１８】
　このように係止アームを配置すると、２つの係止アームを、ハウジングに向かって押す
ことができ、その結果、特に簡単な方法で、プリント回路基板の対応する通路開口部から
外れないようにすることができる。例として、この種の配置を、直接差し込み式コネクタ
のハウジング内に複数の接触子が互いに隣接して配置されているときに選択する。
【００１９】
　本発明の１つの発展形態では、ハウジングは少なくとも１つの蟻継ぎ状の溝部と少なく
とも１つの蟻継ぎ状の舌部とを備える。
【００２０】
　互いに一致するように設計されるこの種の溝部及び舌部は、直接差し込み式コネクタの
複数のハウジングを相互に連動して固定することができ、その結果、複数の接触子を有す
る比較的大きなプラグをこのほか個別に構築することができる。
【００２１】
　本発明の一発展形態では、ハウジングは２部分設計であり、第１のハウジング部が少な
くとも１つの係止アームを備え、第２のハウジング部が接触子を備える。
【００２２】
　本発明の一発展形態では、第１のハウジング部は、２つの脚部を有するＵ字形に概ね設
計され、第２のハウジング部は、第１のハウジング部の脚部間に収容される。
【００２３】
　このようにして、第１のハウジング部は第２のハウジング部を覆うように係合する。第
１のハウジング部は少なくとも１つの係止アームを備え、第２のハウジング部は接触子を
備えるため、１つ又は複数の接触子は第２のハウジング部によってプリント回路基板に固
定される。
【００２４】
　本発明の一発展形態では、接触子は、少なくとも１つのケーブル素線に接続するための
少なくとも１つの圧接接触子を有し、第１のハウジング部は、第１のハウジング部と第２
のハウジング部とが接続された状態で圧接接触子を圧迫する。
【００２５】
　このようにして、第２のハウジング部は、１つ又は複数のケーブル素線を敷設するため
に使用することができる。一例として、敷設されるケーブル素線を第１のハウジング部の
底面に固定する。その後、第１のハウジング部が第２のハウジング部に押し付けられた場
合、ケーブル素線は同時に第２のハウジング部の圧接接触子に押し込まれる。第１のハウ
ジング部は、プリント回路基板に接続されている状態では、２つのハウジング部及び接触
子がプリント回路基板に固定されることを確実なものにする。
【００２６】
　本発明の基礎となる問題はこのほか、本発明による少なくとも１つの直接差し込み式コ
ネクタと１つのプリント回路基板とを備える直接差し込み式接続によって解決される。こ
こで、プリント回路基板は、接触子を挿入するための少なくとも１つの（内壁にて導電性
である）第１の通路開口部と、ハウジングの係止突起及び／又は位置決め突起を挿入する
ための少なくとも１つの第２通路開口部とを有する。
【００２７】
　この種の直接差し込み式接続は、機能的に信頼性があり、挿入が容易であるほか、係止
突起を外すだけで工具を用いずに簡単な方法で再びプリント回路基板から取り外すことが
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できる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
　本発明の別の特徴及び利点を、特許請求の範囲及び図面と併せた以下の本発明の好まし
い実施形態の説明にて示す。図示のさまざまな実施形態の個々の特徴を、本発明の範囲を
逸脱することなく、ここでは任意の所望の方法で互いに組み合わせることができる。これ
は、個々の特徴が追加の個々の特徴と共に説明されることも例示されることもなく、他の
個々の特徴と組み合わされる場合にも当てはまる。
【図１】図１は本発明の第１の実施形態に従った本発明による直接差し込み式コネクタを
斜め前方から見た図を示す。
【図２】図２はプリント回路基板に挿入された状態の図１の直接差し込み式コネクタを示
す図を示す。
【図３】図３は図１の直接差し込み式コネクタを正面から見た図を示す。
【図４】図４は図１の直接差し込み式コネクタを下方から見た図を示す。
【図５】図５は図１の直接差し込み式コネクタを側面から見た図を示す。
【図６】図６は図１の直接差し込み式コネクタを斜め下方から見た図を示す。
【図７】図７は図２の直接差し込み式コネクタの断面図を示す。
【図８】図８は本発明の別の実施形態に従った直接差し込み式コネクタを斜め上方から見
た図を示す。
【図９】図９は図８の直接差し込み式コネクタの第１のハウジング部を示す図を示す。
【図１０】図１０はプリント回路基板に挿入された状態の図８の直接差し込み式コネクタ
を示す図を示す。
【図１１】図１１は第１のハウジング部が取り除かれた状態の図１０の直接差し込み式コ
ネクタを上方から見た図を示す。
【図１２】図１２は図１０の直接差し込み式コネクタを側面から見た図を示す。
【図１３】図１３は図１２の直接差し込み式コネクタを９０°回転させた側面図を示す。
【図１４】図１４は図１０の直接差し込み式コネクタを斜め下方から見た図を示す。
【図１５】図１５は図１２の直接差し込み式コネクタの断面図を示す。
【図１６】図１６は本発明の別の実施形態による直接差し込み式コネクタを斜め上方から
見た図を示す。
【図１７】図１７は図１６の直接差し込み式コネクタを下方から見た図を示す。
【図１８】図１８は図１６の直接差し込み式コネクタを側面から見た図を示す。
【図１９】図１９は図１６の直接差し込み式コネクタを上方から見た図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　図１は、本発明の第１の実施形態に従った直接差し込み式コネクタ１０を示す。直接差
し込み式コネクタ１０は、ハウジング１２と、ハウジング内に部分的に配置された接触子
１４とを有する。接触子１４はこのハウジング内でハウジング１２に接続される。接触子
１４は、いわゆる直接差し込み式接触子又はＳＫＥＤＤ接触子として設計される。ハウジ
ング１２の底部側から突出する接触子１４の２つのばねアームは、ばねのように互いに向
かって移動し、再び互いから離れるように移動することができる。接触子１４がプリント
回路基板の通路開口部に挿入されるとき、この種のばね運動が必要とされ、この通路開口
部は内壁にて導電性である。しかし、接触子１４は、挿入方向と、挿入方向とは反対方向
に、即ち、図１の上から下、さらに下から上へそれぞれハウジング１２に対して固定され
る。接触子１４は、図１には示されていない接続端部を有し、この接続端部にケーブル素
線を接続することができる。この種の接続端部を、例えば、圧接接触子（insulation-dis
placement contact）又は圧着接触子（crimp contact）として、あるいは他の適切な方法
で具体化することができる。
【００３０】
　ハウジングがプリント回路基板に固定され、接触子１４が挿入された状態でプリント回
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路基板に対して誤って捻れたり、引き離されたり、あるいは過度に移動したりしないよう
にするために、ハウジングはピンの形態の２つの位置決め突起１６、１８を備える。この
２つの突起は先端が円錐台状に具体化されるがそれ以外は円筒形であり、ハウジング１２
の底部側を越えて突出する。この底部側は同時にプリント回路基板の表面を形成する。位
置決めピン１６、１８は、プリント回路基板の対応する通路開口部に係合し、ハウジング
１２がプリント回路基板上で捻れるか移動するのを防止する。位置決めピン１６、１８は
円錐台状の挿入端部を除いて円筒形に具体化されるため、ハウジング１２がプリント回路
基板から引き離されるのを防止することはできない。
【００３１】
　ハウジング１２をプリント回路基板に係止するために、係止アーム２０が設けられ、こ
の係止アームは弾性的に復元力があり、ハウジング１２に一体的に接続され、その自由端
に係止突起２４を備える。この係止突起は図１のハウジング１２の支持面２２の下方に配
置される。係止アーム２０は、支持面２２から上方に延びる中間空間２６によってハウジ
ングから分離される。中間空間２６は、直線状に延び、支持面２２に対して直交、即ち、
直接差し込み式コネクタ１０が装着されるプリント回路基板にも直交して延びる。
【００３２】
　中間空間２６は、係止アーム２０がハウジング１２に一体的に接続される接続点２８の
領域にて弓形端部３０によって画定される。図１に既に示すように、係止アーム２０は、
弾力的な方法でハウジング１２の方にわずかに押され、その後自動的に図１に示された位
置に再び戻る。中間空間２６の幅を、係止アーム２０とハウジング１２とが互いに向かっ
て移動するこの動きの間に減少させる。この過程では、中間空間２６の弓状端部３０は、
接続点２８の領域に発生する切欠き応力を防止し、ひいては接続点２８の領域内の材料が
破壊されるか弱体化されるのを防止する。係止アーム２０とハウジング１２との間のばね
定数を、円弧形状を構成するか、端部３０を上方向に移動させることによって設定するこ
とができる。
【００３３】
　係止突起２４は、係止突起２４ひいては係止アーム２０が、プリント回路基板の対応す
る通路開口部に挿入されたときに、ハウジング１２の方向、即ち、図１の後方かつ左側に
押されるように配置された乗り上げ傾斜３２を備える。この移動運動は、係止突起２４が
プリント回路基板を完全に貫通して押され、そのアンダーカット３４を介してプリント回
路基板の底面の裏側にスナップ留めされるまで続く。
【００３４】
　この状態は図２に示される。図示されるように、係止突起２４のアンダーカット３４は
ここではプリント回路基板３６の底部側と反対側に配置され、図２の直接差し込み式コネ
クタ１０がプリント基板３６から上方に引き離されるのを防止する。接触子１４は、プリ
ント回路基板３６の通過開口部に配置され、この通過開口部は、その内壁が導電性である
ように具体化され、プリント回路基板３６の上又は内部の図示しない導体路に電気的に接
続される。位置決めピン１６、１８は、プリント回路基板３６の対応する通路開口部に収
容され、直接差し込み式コネクタ１０の捻れ、あるいはプリント回路基板３６に対する直
接差し込み式コネクタ１０の傾斜を防止する。直接差し込み式コネクタ１０は、２つの位
置決めピン１６、１８及び係止突起２４を介して、プリント回路基板３６に堅固に固定す
ることができ、機械的負荷が接触子１４から、あるいは接触子１４とプリント回路基板３
６の通路開口部の内壁それぞれとの間の電気的接続からできるだけ遠ざけられる。このほ
か、横方向、即ち、図２にて前方左側から後方右側へと、それぞれ後方右側から前方左側
への遊びのある状態でハウジング１２内に接触子１４を収容することがこの目的に役立つ
。
【００３５】
　直接差し込み式コネクタ１０をプリント回路基板３６から再び取り外すために、係止ア
ーム２０はプリント回路基板３６の上方の領域にてハウジング１２の方向に押される。次
に、プリント回路基板３６の通路開口部の位置決めピン１６、１８は、ハウジング１２が
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退行するのを防止する。ハウジング１２はこのほか、人間の手の２本の指の間に保持する
ことができる。次に、指同士が互いに向かって押される場合、係止アーム２０はハウジン
グ１２の方向に押される。これにより、係止突起２４は、この係止突起が挿入されたプリ
ント回路基板３６の通路開口部の下に再び配置されることになる。その結果、アンダーカ
ット３４はプリント回路基板３６の底部側の反対側ではなく、通路開口部の下方に位置す
る。係止アーム２０とハウジング１２とが共に押されるこの位置では、直接差し込み式コ
ネクタ１０は次にプリント回路基板３６から再び上方に引き離すことができる。
【００３６】
　図３は、直接差し込み式コネクタ１０の側面図を示し、この図は係止アーム２０に向か
って方向付けられる。この図は、係止アーム２０の自由端にアンダーカット３４を有する
係止突起２４を示し、この自由端は図３の下部にある。さらに、この図は、ハウジング１
２の支持面２２から延びる位置決めピン１６、１８を示す。この図では、接触子１４は係
止突起２４によって隠される。
【００３７】
　図４は、直接差し込み式コネクタ１０を下方から見た図である。この図は、ハウジング
１２と係止アーム２０との間の中間空間２６を示す。係止アーム２０がハウジング１２の
方向に押された場合、中間空間２６の幅は、係止アーム２０が接続点２８の下でわずかに
湾曲し、さらに係止突起２４がハウジング１２の方向に移動するため、減少する。
【００３８】
　図４のハウジング１２の右側面には、蟻継ぎ状断面を有する溝４０が示される。ハウジ
ング１２の反対側の側面には、蟻継ぎ状突起４２が示される。２つの直接差し込み式コネ
クタ１０が互いに隣接して配置される場合、右側の直接差し込み式コネクタ１０の突起４
２は、左側の直接差し込み式コネクタの溝４０に挿入することができる。その結果、２つ
以上の直接差し込み式コネクタ１０のハウジング１２は相互に固定することができる。そ
の結果、複数の接触子１４を備える直接差し込み式コネクタをモジュール方式で容易に構
成することができる。
【００３９】
　図５は、直接差し込み式コネクタ１０の側面図を示す。位置決めピン１８は、後方位置
決めピン１６全体及び接触子１４の一部を隠す。この図は、係止アーム２０の底端部にあ
る係止アーム２０及び係止突起２４を示す。この図はさらに、係止アーム２０とハウジン
グ１２との間の中間空間２６を明確に示しており、この中間空間の上端部は、係止アーム
２０とハウジング１２との間の接続点にて弓状形状である。
【００４０】
　図６は、直接差し込み式コネクタ１０を斜め下方から見た図である。
【００４１】
　図７は、直接差し込み式コネクタ１０をプリント基板３６に挿入した状態の断面図を示
す。
【００４２】
　ここで、接触子１４はプリント回路基板３６の通路開口部３８に挿入され、その通路開
口部の内壁は導電性であり、この通路開口部はプリント回路基板３６の上又は内部にて図
示しない導体路に接続される。
【００４３】
　係止アーム２０の自由端の係止突起２４は別の通路開口部４０内にスナップ留めされた
ため、アンダーカット３４はプリント回路基板３６の底部側の反対側に配置される。図７
に示す位置から始めて、直接差し込み式コネクタ１０をプリント回路基板３６から外すた
めには、これまでに記載したように、係止アーム２０をハウジング１２に向かって図７の
右側に押す必要がある。係止アーム２０は、アンダーカット３４が通路開口部４０の下方
に配置されるまでハウジング１２の方向に移動する必要がある。この状態で、直接差し込
み式コネクタ１０は図７の上方向にプリント回路基板３６から引き離すことができる。
【００４４】
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　図８は、本発明の別の実施形態に従った直接差し込み式コネクタ５０を示す。直接差し
込み式コネクタ５０は、第１のハウジング部５４と第２のハウジング部５６とを有するハ
ウジング５２を有する。第１のハウジング部５４はＵ字形設計であり、ハウジングの反対
側の外側にて図８の下端にそれぞれ係止突起６４ａ、６４ｂを備えた２つの係止アーム６
０ａ、６０ｂを有する。係止突起６４ａ、６４ｂは互いに離れる方向に方向付けられる。
係止突起６４ａ、６４ｂを、図８には示さないプリント回路基板の対応する通路開口部に
係止できるようにするためには、係止アーム６０ａ、６０ｂを互いに向かって移動させる
必要がある。各係止突起６４ａ、６４ｂは乗り上げ傾斜を備える。係止アーム６０ａ、６
０ｂはそれぞれ中間空間６６ａ、６６ｂによってハウジング６４から分離され、中間空間
はそれぞれハウジング５４と係止アーム６０ａ、６０ｂとの間のそれぞれの接続点の領域
で弓状に終端する。中間空間６６ａ、６６ｂは、ハウジング５４の支持面７２からハウジ
ング５４の約８／１０～９／１０の高さまで延びる。その結果、係止アーム６０ａと、係
止アーム６０ｂとハウジング５４のそれぞれとの間の接続点は比較的柔軟な設計であり、
その結果、係止アーム６０ａ、６０ｂは問題なくハウジング５４の方向に押すことができ
る。
【００４５】
　第２のハウジング部５６は全部で４つの接触子１４ａ、１４ｂ、１４ｃ及び１４ｄを備
える。接触子１４ａ～１４ｄは図８では部分的に隠される。さらに、第２のハウジング部
５６は２つの位置決めピン５６、５８を備える。位置決めピン５６、５８は円錐台形状の
自由端を有する円筒形ピンとして設計され、それぞれ中央スロット６８を有する。その結
果、位置決めピン５６、５８は、わずかに圧縮するとスロット６８と同じ高さに（すなわ
ち、スロット６８が位置する領域にまで圧縮）することができる。位置決めピン５６、５
８はそれぞれ、その外側に係止突起７０を備える。この係止突起は、係止突起６４ａ、６
４ｂよりも実質的に小さく、プリント回路基板の関連する通路開口部にわずかな締め付け
効果又は係止効果を提供することだけを意図する。
【００４６】
　図９は第１のハウジング部５４のみを示す。この図は、２つの係止アーム６０ａ、６０
ｂを備えた第１のハウジング部５４のＵ字形状を明確に示す。第１のハウジング部５４の
基部の底部側であって、２つのハウジング部５４、５６が接続された状態で第２のハウジ
ング部５６に面する底部側は、ケーブル素線用の位置決め装置７２を備える。位置決め装
置７２はこのほか、例えば、平形ケーブルの個々のケーブル素線用に設けることができる
。平形ケーブルが位置決め装置７２に挿入され、このように滑ることのないように固定さ
れる。次に、図８に示す位置に達するまで第１のハウジング部５４が第２のハウジング部
５６に押し付けられると、接触子１４ａ～１４ｄの上端部は、圧接接触子として設計され
、第１のハウジング部５４の基部の対応する通路開口部に入り、その過程で平形ケーブル
のケーブル素線の絶縁を切断する。その結果、平形ケーブルのケーブル素線は、第１のハ
ウジング部５４を第２のハウジング部５６に押し付けるだけで接触させて固定することが
できる。
【００４７】
　第２のハウジング部５６は、図８には示されていない係止フックを備え、係止フックは
第１のハウジング部５４の脚部の内側の対応するアンダーカット７４に係合し、その結果
、第１のハウジング部５４を第２のハウジング部５６に固定する。２つのハウジング部５
４、５６が互いに固定されており、これまで説明したように、既にケーブル素線と接触し
ているこの状態で、直接差し込み式コネクタ５０は、図１０に示すように、プリント回路
基板３６上に取り付けることができる。
【００４８】
　図１１は、図１０の直接差し込み式コネクタ５０を上方から見た図である。この図は、
第１のハウジング部５４内の通路開口部と、この通路開口部内に配置された接触子１４ａ
、１４ｂ、１４ｃ及び１４ｄとを示す。図１１は、接触子１４ａ～１４ｃの上端部を見た
ものであり、この上端部は圧接接触子として設計される。平形リボンケーブルのケーブル
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【００４９】
　図１２は、図１０の直接差し込み式コネクタ５０を側面から見た図である。この図は、
２つの係止フック６４ａ、６４ｂがそれぞれのアンダーカットを介してプリント回路基板
３６の底部側の反対側に位置することを明確に示す。直接差し込み式コネクタ５０を再び
プリント回路基板３６から引き離すために、２つの係止アーム６０ａ、６０ｂは、係止突
起６４ａ、６４ｂがプリント回路基板３６内にある関連する通路開口部の下に全体的に配
置されるまで、互いに向かって押される必要があるであろう。
【００５０】
　図１３は、図１０の直接差し込み式コネクタ５０を側面から見た図である。
【００５１】
　図１４は、図１０の直接差し込み式コネクタ５０を斜め下方から見た図である。この図
は、係止突起６４ａ、６４ｂがプリント回路基板３６の後ろに係合することを明確に示す
。この図はこのほか、位置決めピン５６、５８がどのようにプリント回路基板３６の対応
する通路開口部に係合するかを明確に示す。
【００５２】
　図１５は、図１０の直接差し込み式コネクタ５０の断面図を示す。ここで、断面は係止
突起６４ａ、６４ｂを通過する。
【００５３】
　図１６は、本発明の別の実施形態に従った直接差し込み式コネクタ８０をプリント回路
基板３６上に装着した状態で示す。直接差し込み式コネクタ８０は、係止アーム９０に一
体的に接続されるハウジング８２を備える。係止アーム９０はその底部自由端に配置され
た係止突起９４を有する。
【００５４】
　図１７は、図１６のプリント回路基板３６を下方から見た図であり、直接差し込み式コ
ネクタ８０が大部分隠されている。この図は、係止突起９４を示す。この係止突起は、そ
のアンダーカットを介してプリント回路基板３６の底部側の反対側に位置し、プリント回
路基板３６の対応する通路開口部９６を通って事前に押されていた。ハウジング８２は、
プリント回路基板３６の対応する通路開口部に同じように押し込まれた２つの位置決めピ
ン９８、１００を備える。直接差し込み式コネクタ８０の接触子１４は同じように、プリ
ント回路基板３６の対応する通路開口部１０２に押し込まれていた。この通路開口部は、
その内壁が導電性設計のものである。
【００５５】
　図１８は、図１６の直接差し込み式コネクタ８０の側面図を示す。中間空間８６が係止
アーム９０とハウジング８２との間に配置される。この中間空間は、係止アーム９０とハ
ウジング８２とが互いに一体的に接続される接続点の領域で弓形に終端する。ハウジング
８２及び係止アーム９０は、例えば、プラスチック射出成形によって一体的に製造するこ
とができる。
【００５６】
　図１９は、直接差し込み式コネクタ８０を上方から見た図である。図１９の左側のハウ
ジング８２の側面には、蟻継ぎ状断面の２つの突起８８が示される。複数のハウジング８
２が互いに隣接して配置され、互いに接続される場合、突起８８は、図１９には示されて
いないが、図１９の右側の別のハウジング８２の側面にある対応する溝に押し込むことが
できる。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(12) JP 2020-4718 A 2020.1.9

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】
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